
 
 
 
平成23年9月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年10月1日～平成23年3月31日) 

 

修正の理由 

（１）売上高の修正理由 
 売上高につきましては、以下の２つが大きな要因となり計画比108％となりました。 
 第１の要因としては、10月から本格的に始動したマネージャーシステムが充実してきたことにあります。具体的に店舗指
導につきましては、マネージャーが様々な販売・陳列手法の仮説を立てて毎日10時、14時、17時と3回以上各店舗と検証す
ることにより成功事例の蓄積を図りました。加えて、重要な役割を担う受発注システムは蓄積されたノウハウを活用するこ
とにより精度が高まった結果、機会ロス等が減少し売上高が増加しました。 
 第２の要因として当該累計期間においては直営店６店舗の出店を計画しておりましたが、好条件の物件が想定以上にあ
ったため９店舗出店しました。一方で今後顧客数増加の見込みが低い３店舗を閉店しましたが、出店した９店舗につきまし
ては計画以上の顧客数を獲得することができました。 
 以上の結果、業績予想売上高が208百万円上回る見込となりました。 
(２）利益の修正理由 
 営業利益・経常利益・当期純利益が計画を下回った主要因は、粗利率が計画比３ポイント強下回ったためです。理由とし
ては、豆腐・揚げ物等の自動ライン製品の稼働率が期初想定を下回ったことに加えて、惣菜等の手作りライン製品が期初 
想定を大幅に上回ったために稼働時間が拡大し労務費等が増加した結果、製造原価が想定を上回ったためです。 
 一方、店舗及び本部につきましては経費削減に努め生産性を高めた結果、販管費比率は計画比１ポイント強下回りまし 
た。 
 結果、営業利益で42百万円、経常利益で45百万円、当期純利益で45百万円業績予想を下回る見込みとなりました。 
 
 以上より、平成23年９月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、上記のとおり修正させていただきます。 
 なお、平成23年９月期通期の業績予想につきましては、工場サイドにおいて手作りライン製品の製造原価を低減させるた
め販売数量の増加が想定される惣菜等の一部製品を協力工場に製造委託したことに加えて、足元では豆腐・揚げ物等の 
自動ライン製品の稼働率が改善しているため、平成22年11月10日に公表した数値のとおりとさせていただきます。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年11月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,399 50 53 40 282.98

今回修正予想(B) 2,607 7 7 △4 △31.25

増減額(B-A) 208 △42 △45 △45

増減率(%) △8.7 △85.0 △85.9 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年9月期第2四半期）

2,830 125 120 109 766.16


